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西暦 年 月 日生 歳
大  学 学 部

あなたが働きたい地域に○を付けて下さい。希望している企業などを教えて下さい。

あなたが思う自己PR、自慢のポイントを教えて下さい。

将来の夢は？ あなたの趣味は？

働きたい業種は？○を付けて下さい。複数可

あなたが学生時代に頑張ってきたことを教えて下さい。（アルバイトや部活サークルや学外活動など頑張ってきたことなら何でもOK）

学内・学外での参加実績・インターン参加実績・部活サークル活動・アルバイト活動などを教えて下さい。

企業から、あなたが受付する項目全てに○を付けて下さい。

◇◆◇  わたしの経歴書

あなたの夢をエールする！
～あなたのやってきたことがポイント化され就職活動や夢を企業にアピール！～

若者と企業をマッチング！
◇◆◇YUMEZAKI

当社は、お客さまの個人情報を正確かつ最新の状態に保ち、個人情報への不正アクセス・紛失・破損・改ざん・漏洩などを防止するため、セキュリティシステム
の維持・管理体制の整備・社員教育の徹底等の必要な措置を講じ、安全対策を実施し個人情報の厳重な管理を行ないます。
個人情報の取扱いの全部又は一部を第三者に委託する場合、その適格性を十分に審査し、その取扱いを委託された個人情報の安全管理が図られるよう、委託を受
けた者に対する必要かつ適切な監督を行うこととします。

新卒採用

宮崎県内・九州県内・東京・関西・その他地域・どこでも良い

営業・広報・企画・販売・事務・金融・IT・技術・デザイン・特になし

自分が人生をかけてやりたいことが見つかった時に
それに全力でコミットできるだけの、
人脈、スキル、お金を持つこと

お菓子を作って友人に振る舞うこと

インターン アルバイト イベント・モデル・メディア
出演

今村　和樹 3年

21 宮崎 工

私は必要なスキルや情報は自ら取りに行く鷹のような人間です。 私は大学の2年次から約1年６ヶ月間英語の学習に取り組んでいます。 しかし、英語は継続が

必要不可欠であり、継続無くして成長はないと考えています。また、私が所属している工学部では、「英語は必要がない」という風潮が強く、英語を勉強する環境と

しては、活気がありませんでした。 そこで、下記の二つの理由から、英語学習サークルを立ち上げることしました。 

【1.英語学習サークルの部長になることで、英語学習の継続が図れる。】【2.工学部でも英語を勉強したいという人を支える。】

結果的に自分のTOEICのスコアは300点から全国平均を超える600点まで成長し、 サークルは1人から7人まで人数を増やすことに成功しました。また、私のサーク

ルと留学生のサークルでの協同で社員展を開催し、そこでは３会場で計500人以上を集客する事ができました。写真展の過程のやりとりは全て英語だったため、

自分含めメンバー全員が英語の学習に従事できていました。 鷹が積極的に狩りを行うように、私は積極的に必要な事は自ら取りに行く事ができる人間です。

私は、学生時代のアルバイトを通じて「相手のニーズを汲み取り、そのニーズに応える」スキルを培いました。 私はホテルでのフロントスタッフ

としてアルバイトをしており、チェックインやお客様からの電話対応業務に携わっていました。チェックインでお客様と接する時間はわずか３分ほ

どですが、その３分の間にお客さんの特徴や性格、礼儀などといった「お客様の人となり」が分かります。チェックインの際には、お客さんの所作や

表情、話し方などからこれらを汲み取っていました。また、バイト先ではこの自分のスキルを生かしてホテルの個人会員の促進を行っていました。

店舗で掲げてある１日７件の会員取得目標を自分一人で７件取るなどし、新人としてできることをしていく事で、周りの社員の士気を上げる役目

にもなる事ができていたと感じています。

大学3年次の12月8日、14日、19日宮崎市のコワーキングスペースにおいて、宮崎大学の学生3名と宮崎市の高校生1名と宮崎市の新規事業立案（アイデアソン宮崎）
に参加しました。1日目と2日目では全員が納得のいくビジネス案を生み出すために、ビジネス案を5回ピボットし、最終的にはコインロッカー市場をターゲットにした
ビジネスで宮崎市の副市長含む4人の審査員と15名の市の方と記者3名の前でプレゼンに挑戦しました。チーム全員が納得のいく発表をするために、メンバーの
一人ひとりがこのイベントを通じて何を得たいのかを洗い出しました。特に、私は人前でプレゼンテーションをする機会が、今までにあまりなかったため、プレゼンテ
ーションスキルを身につけたいという思いで、多くのビジネスコンテストを経験してきたチームメンバーに教授されながら、当日の発表まで鍛錬しました。 結果とし
て、5組の中でグランプリになり優勝賞金10万円を獲得する事ができました。 この結果と経験が得られたのは仲間がいてこそだと痛感しました。

いまむら かずき
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